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例
一
、
底
本
は
、
『
叢
書
集
續
』
收
の
『
明
史
樂
府
』
一
卷
（
光
一
一
年
・
宋
澤
元
校
刊
本
・
懴
庵
）
に
基
づ
い
た
。
二
、
譯
は
、
解
題
・
尤
珍
・
料
・
詩
・
語
釋
・
	釋
の
順
で
竝
ぶ
。
三
、
尤
珍
に
對
す
る
語
釋
は
（
）

に
記
し
た
。
四
、
換
韻
位
置
は
、
訓
讀
の
下
に
」
で
示
し
た
。
15
遜
國
怨

の
役
で
敗
北
し
た
建
文
の
出
を
歌
う
。
太
朱
元
璋
は
、
軍
事
の
才
能
あ
る
第
四
子
朱
棣
（
燕
王
↓永
樂
）
に
皇
位
を
讓
り
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
に
長
男
朱
標
を
皇
太
子
に
立
て
て
い
た
上
、
馬
皇
后
の
諫
め
も
あ
っ
て
斷
念
し
た
。
朱
標
が
死
し
た
と
き
も
、
燕
王
で
は
な
く
、
長
子
相
續
の
原
則
に
從
っ
て
、
朱
標
の
子
允
を
皇
太
孫
に
立
て
た
の
で
あ
る
。
洪
武
三
一
年
（
一
三
九
八
）、
皇
太
孫
が
位
し
て
建
文
に
な
る
と
、
燕
王
を
こ
と
あ
る
ご
と
に
牽
制
し
た
。
そ
し
て

の
變
が
勃
發
す
る
。
こ
の
變
の
詳
細
は
16「
兩
日
捷
」
解
題
に
讓
る
が
、
四
年
に
ぶ
戰
い
の
末
、
首
南
京
の

に
よ
っ
て
燕
王
が
利
し
た
。
建
文
は
皇
の
兵
火
の
中
で
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
下
を
	っ
て
れ
、
の
に
身
を
變
え
て
生
き

び
た
と
す
る
 も
あ
る
。
本
詩
は
建
文
生
存
 に
立
っ
て
い
る
。
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
六
!、
南
京

が
確
實
と
な
り
、
自
決
し
よ
う
と
し
た
建
文
の
も
と
に
王
鉞
が
"み
出
て
、
「
太
が
緊

時
に
開
け
と
#言
な
さ
っ
た
箱
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
。
そ
れ
を
開
け
る
と
、
度
牒
三
張
と
衣
、
剃
刀
が
入
っ
て
い
て
、
走
經
路
ま
で
詳
尤
『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
四
）
$本
%一
監
修
・
尤
&
'究
會
譯

細
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
建
文
は
剃
髮
し
て
に
身
を
や
つ
し
、
數
人
の
侍
臣
と
共
に
、
雲
南
の
永
嘉
寺
へ
と
身
を

か
くし
た
。
建
文
の
出
か
ら
三
九
年
た
っ
た
正
統
五
年
（
一
四
四
〇
）、
建
文
と
名
乘
る
が
思
恩
州
の
長
官
岑
の
に
現
れ
た
。
彼
は
と
と
も
に
寄
寓
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
事
件
が
發
覺
し
、
捕
わ
れ
た
一
行
が
北
京
に
ら
れ
た
。
本
人
確
	の
た
め
に
呼
ば
れ
た

亮
が
、
建
文

の
左
足
を
見
る
と
、
そ
こ
に
ほ
く
ろ
が
あ
っ
た
。
建
文
本
人
で
あ
る
證
據
だ
っ
た
。

亮
は
顏
を
上
げ
る
こ
と
が
出
來
ず
、
い
て
自
縊
し
た
。
建
文
は
西
宮
に
え
ら
れ
、
「
老
佛
」
と
呼
ば
れ
、
く
な
る
と
西
山
に
ら
れ
た
と
い
う
。
建
文
の
出
に
つ
い
て
は
幸
田
露
『
命
』
に
詳
し
い
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
本
一
『
中
國
の
名
詩
鑑
賞
９
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
）
に
詳
細
な
譯
が
あ
り
、
本
詩
の
譯
は
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
［
尤
珍
］
建
文
、
頭
顱
（
頭
蓋
骨
）
な
り
、
太

之
を
撫 ぶ
し
て
邊

兒
と
曰
う
、
金
川
守
を
失
う
、
臣
の
王
鉞
太
の
篋
を
捧
じ
て
至
る
、
度
牒
・
衣
有
り
、
遂
に
披
剃
し
て
出
す
、
正
統
五
年
、
廣
西
の
思
恩
府
に
至
り
、
自
ら
陳
じ
、
ら
れ
て
京
に
至
る
、
太
監
の

亮
に
命
じ
て
驗
せ
し
む
、
曰
く
、
吾
れ
昔
便
殿
（
天
子
が
休
息
す
る
別
殿
）
に
御
し
て
子
の
鵞
を
ら
い
、
片
肉
を
地
に
棄
つ
、
汝
手
づ
か
ら
壺
を
執
り
、
地
に
據
っ
て
之
を

く
らう
、
お
記
す
る
や
否
や
と
、
亮
地
に
伏
し
て
慟
哭
す
、
歸
り
て
自
ら
縊 く
びる
、
乃
ち
え
ら
れ
て
西
に
入
り
、
老
佛
と
稱
さ
る
、
し
て
西
山
に
ら
れ
、
封
ぜ
ず
樹
せ
ず
、
［
 料
］
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
七
・
建
文
遜
國
、
明
!瑜
『
雙
槐
"鈔
』
卷
二
「
詠
初
」
、
本
一
『
中
國
の
名
詩
鑑
賞
９
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
）、
『
日
本
#代
文
學
大
系
６
幸
田
露
集
』
$收
『

命
』
本
一
釋
（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）
遜
國
怨
邊
兒
雲
中
%
邊
兒
雲
中
に
%つ
四
年
天
子
作
行
脚
四
年
の
天
子
行
脚
を
作 な
す
度
牒
緇
衣
篋
&
度
牒
ど
ち
よ
う
緇 し
衣 い
篋
に
&す
我
家
故
物
'皇
覺
我
が
家
の
故
物
皇
覺
こ
う
か
くに
'さ
ん
魚
(蒙
塵
數
十
秋
魚
(
蒙
塵
數
十
秋
從
義
士
幾
人
留
從
の
義
士
幾
人
か
留
ま
る
新
浦
細
柳
年
年
恨
新
浦
細
柳
年
年
の
恨
み
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
148
斷
雁
哀
猿
處
處
愁
斷
雁
哀
猿
處
處
に
愁
う
聞
新
三
易

聞 き
く

な
ら
く
新

三
た
び
を
易 か
う
と
蕭
然
白
髮
投
蠻
府
蕭
然
た
る
白
髮
蠻
府
に
投
ず
山
河
錦
屬
他
家
山
河
錦
繍
他
家
に
屬
す
る
も
戀
首
丘
一
抔
土
お
戀
う
首
丘
一
抔
い
つ
ぽ
う土 ど
昔
日
班
侍
從
稀
昔
日
班
侍
從
稀
な
り
故
宮
阿
監
獨
沾
衣
故
宮
の
阿
監
獨
り
衣
を
沾 うる
おす
西
風
怕
上
元
閣
西
風
上
る
を
怕 お
そる
元
閣
南
傷
心
見
燕
飛
南

傷
心
し
て
燕
の
飛
ぶ
を
見
る
我
謂
老
歸
來
	
我
れ
謂 お
もう
老

歸
り
來
た
る
は
	て
り
と
燕
山
不
是
鍾
山
樹
燕
山
は
是
れ
鍾
山
の
樹
な
ら
ず

梧
雲
密
蜀
江
深

梧
雲
密
に
し
て
蜀
江
深
し
何
地
不

君

何
れ
の
地
に
か
君
の
を
せ
ざ
る
邊
兒
建
文
の
こ
と
。
建
文
の
頭
蓋
骨
は
出
生
時
歪
ん
で
い
た
た
め
、
太
朱
元
璋
は
、
そ
の
頭
を
見
て
、
心
こ
の
子
は
良
い
死
に
方
は
し
ま
い
と
憂
い
、
頭
を
撫
で
て
邊
兒
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
明
瑜
『
雙
槐
鈔
』
卷
二
「
初
詠
」
に
見
え
る
話
。
雲
中

雲
の
中
へ
天
か
ら
ち
る
。
天
子
の
位
を
失
う
、
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
建
文
出
の
地
で
あ
る
雲
南
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
四
年
天
子
建
文
の
こ
と
。
在
位
年
數
が
四
年
だ
っ
た
た
め
。
東
晉
の
孝
武
の
、「
世
豈
に
年
の
天
子
有
ら
ん
や
」
を
ふ
ま
え
て
い
う
。
行
脚
が
國
を
っ
て
修
行
す
る
こ
と
。
『
古
宿
語
』
卷
六
に
、「
老
三
十
年
來
行
脚
し
て
、
未
だ
曽
て
此
の
一
問
を
置
か
ず
」
と
あ
る
。
度
牒
や
士
と
な
る
際
に
官
が
與
え
る
許
可
證
。
『
雲
麓
漫
鈔
』
卷
四
に
、
「
紹
興
中
、
軍
の
興
る
や
、
用
度
に
に
し
て
、
度
牒
の
出
に
 無
し
」
と
あ
る
。
緇
衣
!染
め
の
衣
。
衣
。
韋
應
物
「
秋
景
詣
琅
"
#舍
」
に
、
「
悟
言
す
緇
衣
子
、
蕭
灑
な
り
中
林
の
行
」
と
あ
る
。
篋
朱
元
璋
が
一
大
事
の
$き
た
と
き
に
開
く
よ
う
に
と
傳
え
た
鐵
の
篋
。
奉
先
殿
の
左
に
あ
り
、
中
に
は
朱
元
璋
の
度
牒
と
緇
衣
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
。
皇
覺
安
徽
鳳
陽
の
南
に
あ
る
寺
。
太
朱
元
璋
が
に
な
っ
た
寺
。
『
明
史
』
太
紀
一
に
、
「
太

孤
に
し
て
依
る
%無
く
、
乃
ち
皇
覺
寺
に
入
り
て
と
爲
る
」
と
あ
る
。
１
「
朱
家
巷
」
參
照
。
魚

白
龍
魚
&の
故
事
に
よ
り
、
貴
人
が
賤
'の
&裝
を
す
る
こ
と
。
(
&。『

)』
正
諫
の
「
昔
白
龍
*冷
の
淵
を
下
り
、
+し
て
尤
,『
擬
明
史
樂
府
』
譯
-（
四
）（
.本
・
尤
,研
究
会
）
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魚
と
爲
り
、
漁
豫
且
其
の
目
を
射
る
」
に
基
づ
く
故
事
で
、
貴
人
が

し
た
際
に
に
う
こ
と
。
蒙
塵
天
子
が
出
し
て
風
塵
を
蒙
る
こ
と
。
『
左
傳
』
僖
二
四
に
、
「
天
子
塵
を
外
に
蒙
り
、
敢
え
て
り
て
官
守
に
問
わ
ざ
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
數
十
秋
建
文
が
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
に
南
京
	を

れ
、
正
統
五
年
（
一
四
四
〇
）
に
捕
る
ま
で
の
三
九
年
の
こ
と
を
言
う
。
從
義
士
建
文
が
出
す
る
際
つ
き
從
っ
た
臣
下
。
史
彬
・
楊
應
能
・
希
賢
な
ど
を
指
す
。
新
浦
細
柳
に
げ
る
建
文
の
七
律
の
尾
聯
「
新
浦
細
柳
年
年

な
り
」
に
基
づ
く
。
こ
の
句
は
杜
甫
「
哀
江
頭
」
の
「
新
浦
細
柳
誰
が
爲
に
な
る
」
を
ふ
ま
え
る
。
本
詩
は
、
こ
の
建
文
の
七
律
を
ふ
ま
え
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
引
の
詩
を
こ
こ
に
げ
る
。
牢
西
南
四
十
秋
西
南
に
牢
す
四
十
秋
蕭
蕭
白
髮
已
盈
頭
蕭
蕭
た
る
白
髮
已
に
頭
に
盈 み
つ
乾
坤
有
恨
家
何
在
乾
坤
恨
み
有
り
家
何
く
に
か
在
る
江
無
水
自
流
江

無
く
水
自
ら
流
る
長
樂
宮
中
雲
氣
散
長
樂
宮
中
雲
氣
散
じ
元
閣
上
雨
聲
收
元
閣
上
雨
聲
收
ま
る
新
蒲
細
柳
年
年

新
蒲
細
柳
年
年
な
り
野
老
呑
聲
哭
未
休
野
老
聲
を
呑
み
哭
し
て
未
だ
休 や
ま
ず
こ
の
詩
の
二
・
六
・
七
句
が
そ
れ
ぞ
れ
本
詩
の
一
〇
・
七
・
一
五
句
に
對
應
し
て
い
る
。
斷
雁
列
か
ら
離
れ
た
雁
。
劉
禹
錫
「
泰
娘
歌
竝
引
」
に
、
「
斷
雁
哀
猿
風
雨
の
夕
」
と
あ
る
。
新

新
し
い
王
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
建
文
の
あ
と
、
叔
父
燕
王
の
直
系
の
子
孫
に
よ
っ
て
皇
統
が
保
た
れ
た
こ
と
。
三
易

燕
王
が
永
樂
と
し
て
位
し
た
あ
と
、
仁
宗
・
宣
宗
・

宗
と
三
度
皇
が
代
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
蕭
然
白
髮

の
建
文
の
七
律
の
首
聯
「
蕭
蕭
た
る
白
髮
已
に
頭
に
盈
つ
」
と
あ
る
の
を
意
識
す
る
。
蠻
府
蠻
は
南
方
民
族
の
蔑
稱
。
こ
こ
で
は
、
が
雲
南
・
貴
州
を

し
た
こ
と
。
府
は
役
。
押
韻
の
字
に
用
い
た
だ
け
で
、
別
に
意
味
は
な
い
。
山
河
錦

錦
は
、
あ
や
ぎ
ぬ
。
ま
た
こ
の
一
句
は
、
杜
甫
「
明
」
二
首
・
其
二
の
結
句
「


山
河
錦
の
中
」
を
ふ
ま
え
る
。
屬
他
家
燕
王
に
位
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を
い
う
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
150
首
丘
狐
が
死
ぬ
際
、
首
を
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
向
け
る
こ
と
か
ら
、
轉
じ
て
故
に
歸
す
る
こ
と
を
言
う
。
『
禮
記
』
檀
弓
上
に
、
「
古
の
人
言
有
り
、
曰
わ
く
、
狐
死
し
て
、
丘
に
首
を
正
す
は
仁
な
り
と
」
と
あ
り
、
孔
穎
の
疏
は
「
首
を
正
し
て
丘
に
嚮 む
か
う
以
の
は
、
丘
は
是
れ
狐
の
窟
穴
根
本
の
處
に
し
て
、
狼
狽
し
て
死
す
と
雖
も
、
意
は
お
此
の
丘
に
嚮
か
う
な
り
」
と
	く
。
一
抔
土
一
掴
み
の
土
。
陵

を
い
う
。『
史
記
』
張
釋
之
傳
に
、「
假
令
い
愚
民
長
陵
の
一
抔
土
を
取
る
も
、
陛
下
何
を
以
て
其
の
法
を
加
え
ん
乎
」
と
あ
る
。
獨
沾
衣
亮
の
行
爲
を
指
す
。
こ
の
一
句
は
白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
「
君
臣
相
い
り
み
て
盡
く
衣
を
沾
ら
す
」
を
意
識
す
る
。
班

で
の
百
官
の
席
。
列
と
も
い
う
。
杜
甫
「
秋
興
八
首
」
其
五
に
、「
幾
廻
か
瑣
に
て
班
に
點
ぜ
ら
る
」
と
あ
る
。
侍
從
貴
人
に
仕
え
る
官
。
楊
應
能
、
希
賢
、
濟
ら
を
指
す
。
阿
監
宮
女
を
掌
る
宦
官
。
こ
こ
で
は
太
監
亮
の
こ
と
。
西
風
西
か
ら
吹
く
風
。
秋
風
。
こ
の
句
は
宋
杜
常
「


宮
詩
」
の
一
句
「
元
閣
上
西
風
な
り
」
を
ふ
ま
え
る
。
元
閣
代
の

。
老
子
を
祀
る
。

建
文
の
詩
句
に
「

元
閣
上
雨
聲
收
ま
る
」
と
あ
る
。
見
燕
飛
燕
王
の
血
筋
の
も
の
が
力
の
座
に
あ
る
こ
と
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
六
に
、
士
の
歌
「
燕
を

お
う
莫
か
れ
、
燕
を
う
莫
か
れ
、
燕
を
え
ば
日
に
高
く
飛
び
、
高
く
飛
び
て
畿
に
上
ら
ん
」
を
引
き
、
燕
王
が
位
を
纂
奪
す
る
讖
を
な
し
た
と
い
う
。
我
謂
私
は
思
う
。
尤
が
自
ら
の
見
解
を
 べ
る
。
老

!形
に
身
を
や
つ
し
た
建
文
の
こ
と
。
燕
山
北
京
。
謝
"
#『
五
雜
俎
』
地
部
一
に
、「
$金
%び
元
皆
な
燕
山
に
&す
」
と
あ
る
。
鍾
山
南
京
の
東
北
に
聳
え
る
紫
金
山
。
南
麓
に
太
'朱
元
璋
を
っ
た
孝
陵
が
あ
る
。
梧
湖
南
(
)の
東
南
。
*が
南
+し
て
,じ
た
と
さ
れ
る
。
蜀
江
蜀
の
河
。
-梧
と
共
に
、
建
文
の
.
/し
た
地
方
。
君
建
文
。
0
1兒
建
文
は
雲
の
中
に
2ち
て
、
在
位
四
年
の
天
子
は
!と
な
っ
て
3國
を
+る
。
度
牒
と
4染
め
の
衣
は
か
た
み
の
箱
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
こ
そ
わ
が
朱
氏
傳
來
の
も
の
、
皇
覺
寺
に
5さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
粗
6を
ま
と
っ
て
&
2ち
し
て
か
ら
數
十
年
、
7命
に
從
っ
た
義
士
は
幾
人
の
こ
っ
た
の
か
。
新
し
く
8ぶ
い
た
蒲
、
細
い
柳
に
9年
恨
み
を
ま
し
、
尤
『
擬
明
史
樂
府
』
譯
:（
四
）（
;本
・
尤
研
究
会
）
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列
を
離
れ
た
雁
、
哀
し
げ
に
鳴
く
猿
の
聲
に
到
る
と
こ
ろ
で
愁
い
を
お
ぼ
え
る
。
人
づ
て
に
き
い
た
、
新
し
い

は
三
度
も
天
子
が
代
わ
っ
た
と
、
し
か
し
わ
び
し
い
白
髮
の
身
は
未
開
の
地
に
赴
こ
う
と
す
る
の
だ
。
色
と
り
ど
り
に
美
し
い
山
も
河
も
他
人
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
な
お
故
の
父
の
が
戀
し
く
偲
ば
れ
る
。
昔
の
臣
で
お
そ
ば
に
仕
え
た
も
ま
れ
だ
っ
た
が
、
故
宮
の
阿
監
、
亮
だ
け
は
	で
衣
を
濡
ら
し
た
。
秋
風
に
玄
閣
に
登
る
こ
と
を

れ
、
南
を
眺
め
て
燕
の
飛
ぶ
の
を
見
る
と
心
が
痛
む
。
私
は
思
う
、
老
の
建
文
が

に
歸
ら
れ
た
の
は
り
だ
っ
た
と
、
北
京
の
山
に
は
父
を
っ
た
鍾
山
の
陵
の
樹
は
な
い
の
だ
。
遙
か
梧
の
野
は
雲
が
た
ち
こ
め
蜀
江
は
深
い
、
ど
の
土
地
で
も
君
建
文
の
を
か
く
し
て
く
れ
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
（
石
村
貴
）
16
兩
日
捷
建
文
と
燕
王
（
後
の
永
樂
）
の
戰
い
で
あ
る

の
役
を
歌
う
。
建
文
元
年
（
一
三
九
九
）
七
に
始
ま
っ
た

の
役
は
、
建
文
四
年
（
一
四
〇
三
）
六
、
南
京
が

し
て
燕
王
の
利
に
わ
っ
た
が
、
大
義
の
上
で
は
建
文
に
分
が
あ
り
、
燕
王
が
利
し
た
の
は
、
彼
の
決
斷
力
と
度
重
な
る
天
變
を
味
方
に
つ
け
た
た
め
で
あ
る
。
建
文
元
年
（
一
三
九
九
）
八
の
雄
縣
の
戰
い
で
は
燕
王
軍
が
利
し
、
白
河
の
戰
い
は
ほ
と
ん
ど
官
軍
が
つ
と
思
わ
れ
た
が
、
大
風
に
乘
じ
て
燕
軍
が
火
を
放
ち
、
官
軍
を

し
た
。
こ
こ
ま
で
は
燕
王
軍
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
建
文
二
年
（
一
四
〇
〇
）
一
二
の
東
昌
の
戰
い
は
大
敗
を
す
る
。
衍
が
「
師
行
か
ば
必
ず
克
た
ん
、
但
だ
兩
日
を
費
や
す
耳
」
と
予
言
し
た
戰
い
で
あ
っ
た
が
、
官
軍
の
庸
に
よ
っ
て
燕
將
張
玉
を
失
っ
た
。
建
文
三
年
（
一
四
〇
一
）
の
夾
河
の
戰
い
で
は
燕
將
、
譚
淵
が
斬
ら
れ
、
燕
軍
の
先
頭
で
 旗
を
振
っ
て
い
た
張
!
旗
も
死
ん
だ
。
日
が
"れ
て
軍
營
に
引
き
上
げ
る
中
で
、
燕
王
は
十
數
騎
を
#い
て
庸
軍
の
$く
で
野
宿
を
し
た
の
だ
が
、
%
氣
付
い
て
み
る
と
四
方
を
庸
軍
に
圍
ま
れ
て
い
た
。
燕
王
は
敵
陣
に
&入
し
て
、
か
ろ
う
じ
て
危
地
を
'し
た
。
こ
れ
は
建
文
が
「
(を
し
て
叔
を
)す
の
名
有
ら
使
む
る
*
な
か
れ
」
と
い
う
令
を
出
し
た
た
め
、
官
軍
の
+將
が
手
出
し
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
の
出
と
共
に
戰
い
が
再
開
さ
れ
、
一
,一
の
攻
防
を
繰
り
廣
げ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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て
い
た
と
こ
ろ
、
東
北
か
ら
に
風
が
吹
い
た
。
砂
塵
が
漲
り
一
寸
先
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
乘
じ
て
、
燕
軍
が
攻
を
仕
掛
け
、

庸
い
る
官
軍
は
大
敗
し
た
。
閏
三
、
官
軍
の

	が
庸
軍
に
合
流
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
軍
の
敗
北
を
知
り
、
眞
定（
河
北
正
定
）に

ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
燕
王
は
、
眞
定
の
守
り
が
堅
い
た
め
、

	ら
が

ら
な
い
う
ち
に
沱
河
で
戰
っ
た
。
官
軍
は
雨
の
よ
う
に
矢
を
放
ち
、
燕
軍
は
大
量
の
死
傷
を
出
し
た
が
、
そ
の
時
屋
根
が
飛
び
木
が
け
る
ほ
ど
の
大
風
が
吹
き
、
燕
軍
が
こ
れ
に
乘
じ
て

	軍
を
破
っ
た
。
夾
河
、
沱
河
と
續
い
た
大
風
が
、
燕
軍
に
味
方
し
て
利
を
も
た
ら
し
た
。こ
の
後
、
官
軍
が
も
り
か
え
し
、
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
三
、
河
で
燕
將
陳
文
を
取
り
圍
ん
で
自
刎
さ
せ
、
四
の
小
河
の
戰
い
で
王
眞
を
討
っ
た
。
こ
の
敗
北
で
、
燕
軍
は
王
眞
・
陳
文
・
李
斌
を
失
っ
た
。
官
軍
は
、
燕
王
が
北
に
歸
る
と
考
え
、

し
な
か
っ
た
。
官
軍
に
糧
が
屆
け
ら
れ
る
と
の
報
が
入
り
、
燕
軍
は
、
糧
を
取
り
に
來
た
安
軍
を
襲
い
、
大
を
收
め
た
の
で
、
何
ら
は
靈
璧
に
立
て
こ
も
っ
た
。
日
、
何
が
聲
三
發
を
合
圖
に
出
せ
よ
と
命
令
を
下
し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
燕
兵
が
三
發
彈
を
っ
た
た
め
、
官
軍
は
解
し
て
閉
じ
た
門
に
到
し
、
人
馬
が
塹
壕
に
ち
る
な
ど
軍
は
混
亂
を
極
め
た
。
そ
こ
へ
燕
王
軍
が
襲
し
て
、
安
を
捕
ら
え
た
。
こ
の
靈
璧
の
戰
い
で
大
勢
が
決
し
、
燕
軍
は
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
六
、
南
京
を
攻
め
と
し
た
。
建
文
は

の
際
、
「
宮
中
火
こ
り
、

わ
る
を
知
ら
ず
」
『
明
史
』
恭
閔
紀
）
と
記
す
が
、
兵
火
の
中
で
じ
た
と
も
、
 の
!で
"出
し
た
と
も
い
う
。
#詩
15「
遜
國
怨
」
參
照
。
燕
王
は
七
に
$位
し
、
年
永
樂
と
な
っ
た
。
方
孝
孺
に
$位
の
詔
敕
を
書
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、
肯
ん
じ
な
か
っ
た
た
め
族
刑
に
處
し
た
。
族
刑
と
は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
彼
の
一
族
を
皆
し
に
す
る
刑
で
あ
る
。
八
七
三
人
が
さ
れ
た
と
い
う
。
［
尤
珍
%］
&衍
燕
王
に
謂
い
て
曰
く
、
師
行
か
ば
必
ず
克
た
ん
、
但
だ
兩
日
を
費
や
す
耳
と
、
東
昌
に
至
っ
て
庸
の
敗
る
と
爲
る
、
兩
日
は
昌
な
り
、
小
河
の
戰
い
、
安
其
の
將
王
眞
を
斬
る
、
夾
河
の
戰
い
、
庸
其
の
將
譚
淵
を
斬
る
、
忽
ち
東
北
風
大
い
に
こ
り
、
塵
沙
天
に
漲 みな
ぎり
、
軍
中
昏
暗
に
し
て
、
咫 し
尺 せ
きも
'ぜ
ず
、
燕
兵
風
に
乘
じ
て
縱 し
よ
う

げ
きし
、
庸
敗
走
す
、
(旗
の
張
死
せ
り
焉
、
張
は
力
千
斤
を
挽
き
、
)戰
(旗
を
麾
さ
し
ま
ねき
て
先
登
す
、
死
す
る
に
至
っ
て
植
立
し
て
仆
れ
ず
、
文
皇
（
燕
王
）
十
余
騎
を
以
っ
て
庸
の
營
に
*っ
て
野
尤
+『
擬
明
史
樂
府
』
譯
%（
四
）（
,本
・
尤
+研
究
会
）
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宿
し
、
明
旦
、
馬
を
引
き
角
を
鳴
ら
し
、
營
を
穿
ち
て
去
る
、
將
相
い
み
て
、
敢
え
て
一
矢
も
發
せ
ず
、
上
に
旨
の
、
を
し
て
叔
父
を
す
の
名
を
負
わ
し
む
る
無
か
れ
と
有
る
を
以
っ
て
な
り
、
［
料
］
『
明
史
』
卷
四
・
恭
閔
紀
、
卷
一
四
四
・
庸
・
	安
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
六
「
燕
王

兵
」
、
明
屠
叔
方
『
建
文
野
彙
』
、
明
鄭
曉
『
吾
學
』
、
明
曹
參
『
遜
國
正
氣
紀
』
卷
八
・
後
死
列
傳
・
庸
・
	安
傳
、
寺
田
信
『
永
樂
』
（
人
物
來
一
九
六
六
年
三
・
中
公
文
庫
一
九
九
七
年
二
）
兩
日
捷
兩
日
捷
有
庸
兩
日
の
捷
庸
有
り
小
河
戰
保
兒
功
小
河
の
戰
い
保
兒
の
功
旗
一
麾
誰
當
鋒
旗
一
た
び
麾 さし
ま
ねけ
ば
誰
か
鋒
に
當
た
ら
ん
忽
然
天
飛
狂
風
忽
然
と
し
て
天

狂
風
飛
び
發
屋
拔
木
捲
沙
礫
屋
を
發
し
木
を
き
沙
礫
を
捲
く
雎
水
昆
陽
將
無
同
雎
水
昆
陽
將 は
た
同
じ
き
こ
と
無
か
ら
ん
や
紫
騎
馬
穿
營

紫

馬
に
騎 の
り
て
營
を
穿
ち
て

よ
ぐ
る
も
將
不
敢
彎
雕
弓
將
敢
え
て
雕
弓
を
彎 ひ
か
ず
無
使
負
叔
名
を
し
て
叔
を
す
の
名
を
負
わ
し
む
る
無
か
咄
哉
何
似
梁
湘
東
咄
な
る
哉
梁
湘
東
に
何
似
い
か
ん
「
れ
兩
日
捷
二
つ
の
日
、
ち
昌
の
字
。
東
昌
を
指
す
。
山
東
聊
。
捷
は
利
。
建
文
二
年
（
一
四
〇
〇
）
一
二
、
東
昌
で
南
軍
が
燕
軍
に
っ
た
戰
い
を
指
す
。
燕
軍
の
出
兵
に
あ
た
っ
て
、
燕
王
の
諜
臣
姚
廣
孝
（
衍
）
は
、
「
師
行
か
ば
必
ず
克
た
ん
、
但
だ
兩
日
を
費
や
す
耳
」
と
げ
た
。
東
昌
で
の
敗
北
の
後
も
、「
兩
日
は
昌
な
り
、
此
れ
自
り

せ
ん
矣
」
と
鼓
し
た
。
庸
（
？
―
一
四
〇
三
）
は
じ
め
耿
炳
文
に
從
い
、
そ
の
後
、
李
景

の
軍
に
加
わ
っ
て
燕
軍
と
戰
っ
た
。
の
ち
戰
功
に
よ
り

侯
に
封
じ
ら
れ
た
。
鐵
鉉
（
17「
鐵
書
」
參
照
）
と
と
も
に
山
東
の
濟
南
を
守
り
、
東
昌
の
役
で
は
燕
軍
の
大
將
張
玉
を
討
ち
、
夾
河
の
戰
で
は
同
じ
く
燕
將
譚
淵
を
斬
る
な
ど
し
ば
し
ば
戰
果
を
立
て
た
。
し
か
し
そ
の
後
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
に
は
靈
璧
・
浦
子
口
・
高

 と
轉
戰
し
盡
く
敗
れ
た
。
南
京
!
"の
後
は
投
#し
、
彈
劾
を
受
け
て
$位
を
%奪
さ
れ
、
&死
し
た
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
四
四
。
小
河
戰
小
河
は
雎
水
の
明
代
の
呼
稱
。
河
南
開
封
の
東
南
か
ら
發
し
て
東
流
し
、
安
徽
宿
州
の
北
を
'っ
て
淮
河
に
(ぐ
。
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
三
か
ら
四
、
燕
軍
と
南
軍
は
宿
州
付
)、
小
河
と
南
の
*河
+邊
で
は
げ
し
く
戰
っ
た
。
南
軍
は
燕
の
驍
將
陳
文
、
王
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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眞
を
討
ち
、
さ
ら
に
安
は
燕
王
を
あ
わ
や
の
と
こ
ろ
ま
で
い
つ
め
た
。
尤
珍
に
は
「
小
河
の
戰
い
、
安
其
の
將
王
眞
を
斬
る
」
と
あ
る
が
、
王
眞
は
河
の
戰
い
で
敗
れ
て
自
刎
し
た
と
す
る
が
多
い
。
『
明
史
』
恭
閔
紀
お
よ
び
王
眞
傳
な
ど
は
い
ず
れ
も
、
同
年
三
、
安
が
河
で
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
燕
將
の
白
義
・
王
眞
・
劉
江
と
戰
っ
て
王
眞
を
自
刎
せ
し
め
、
四
の
小
河
の
戰
い
で
陳
文
を
討
っ
た
と
す
る
。
な
お
、
『
吾
學
	』
に
は
安
が
小
河
の
戰
い
で
王
眞
を
斬
っ
た
と
の
記

が
見
え
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
燕
王

兵
に
は
、
安
が
小
河
の
戰
い
で
陳
文
を
斬
っ
た
あ
と
、
轉
戰
し
て
王
眞
を
取
り
圍
ん
で
自
刎
さ
せ
た
と
あ
る
。
保
兒
安
（
？
―
一
四
〇
九
）
の
小
字
。
安
徽
州
の
人
。
太
朱
元
璋
の
子
と
な
り
、

の
役
で
は
耿
炳
文
・
李
景
に
從
い
、
し
ば
し
ば
燕
軍
を
破
っ
た
。
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
四
の
小
河
の
戰
い
で
は
燕
王
に
っ
た
が
、
目
で
馬
が
つ
ま
づ
き
、
討
ち
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
靈
璧
で
敗
れ
て
燕
兵
に
捕
わ
れ
た
時
、
も
し
馬
が
つ
ま
づ
か
な
け
れ
ば
ど
う
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
、
と
燕
王
に
ね
ら
れ
る
と
、
言
下
に
「
殿
下
を
刺
す
こ
と
朽
を
摧 く
だ
く
が
如
き
耳
」
と
答
え
た
。
燕
王
は
「
高
皇

好
く
壯
士
を
え
り
」
と
息
し
て
安
を
さ
ず
北
に
り
、
位
後
、
北

指
揮
使
に
任
じ
た
。
永
樂
七
年
（
一
四
〇
九
）

が
北
京
に
や
っ
て
き
た
時
、
側
に
「
保
兒
は
恙
無
き
か
」
と
ね
、
そ
れ
を
聞
い
た
安
は
恥
じ
て
自
縊
し
た
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
四
四
。
旗
旗
は
、
い
旗
。
指
揮
の
旗
張
を
指
す
。
戰
に
臨
ん
で
常
に
旗
を
ふ
る
っ
て
先
頭
に
立
ち
、
燕
軍
は
畏
れ
て
「
旗
張
」
と
呼
ん
だ
。
夾
河
の
戰
い
で
戰
死
し
た
が
、
死
ん
で
な
お
旗
を
持
っ
た
ま
ま
倒
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
四
二
。
誰
當
鋒
だ
れ
も
そ
の
矛
先
に
か
な
い
う
る
も
の
は
い
な
い
。
『
三
國
志
』
志
・
孫
策
傳
に
「
向
う
皆
な
破
り
、
敢
え
て
其
の
鋒
に
當
た
る
莫
し
」
と
あ
る
。
天

中
空
。『
太
廣
記
』
 仙
二
六
に
「
其
の
法
將
に
ら
ん
と
す
れ
ば
、
!水
雲
の
如
く
、
卷
か
れ
て
天
"に
在
り
」
と
あ
る
。
飛
狂
風
狂
風
は
、
#風
。
白
$河
、
夾
河
、
%沱
河
の
戰
い
で
は
い
ず
れ
も
#風
が
吹
き
、
燕
軍
に
味
方
し
た
。
發
屋
一
句
家
屋
を
吹
き
飛
ば
し
、
樹
木
を
引
き
&き
、
砂
を
ま
き
あ
げ
る
。
大
風
の
形
容
。
『
'書
』
高
紀
第
一
上
に
「
是 こ
こ
に
于
い
て
大
風
西
北
從
り
こ
り
、
木
を
折
り
屋
を
發
し
、
沙
石
を
揚
げ
、
晝
に
晦
し
、
楚
軍
大
い
に
亂
れ
、
而
し
て
'王
數
十
騎
と
與
に
遁
れ
去
る
を
得
た
り
」
と
あ
る
。
建
文
三
年
（
一
四
〇
一
）
の
%沱
河
の
戰
い
で
も
「
屋
を
發
し
て
樹
を
&」
く
よ
う
な
（
『
明
史
紀
事
本
末
』
）
大
風
が
吹
い
た
の
に
乘
じ
て
、
燕
軍
が
(庸
ら
を
破
っ
た
。
尤
)『
擬
明
史
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』
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雎
水

小
河
と
同
じ
川
。
劉
邦
は
彭
（
徐
州
）
で
項
に
敗
れ
、
南
下
し
て
川
ま
で
い
つ
め
ら
れ
、
軍
の
死
で
流
れ
が
せ
き
と
め
ら
れ
た
、
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
敗
を
	し
た
。
し
か
し
劉
邦
が
數
十
騎
の
み
で

れ
る
と
、
如
と
し
て
西
北
か
ら
大
風
が
吹
き
、
無
事
味
方
に
合
流
で
き
た
。

參
照
。
昆
陽
河
南
縣
。
後
の
劉
秀
（
後
の
光
武
）
が
王
の
軍
を
破
っ
た
場
。
王
莽
に
對
し
て
兵
を
げ
た
劉
秀
は
、
昆
陽
で
王
邑
ら

い
る
王
莽
の
軍
に
圍
ま
れ
た
が
、
わ
ず
か
十
三
騎
で
出
、
兵
三
千
を
集
め
て
外
か
ら
王
莽
軍
を
攻
し
た
。
外
が
呼
應
し
、
戰
況
有
利
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
お
り
し
も
大
風
と
雷
雨
が
こ
り
、
こ
れ
も
劉
秀
に
味
方
し
た
。
王
莽
軍
は
壞
滅
、
さ
ら
に

げ
る
と
こ
ろ
に
付
の
川
の
堰
が
切
れ
、
多
數
の
溺
死
を
出
し
た
。
王
邑
ら
は
兵
士
の
屍
を
踏
ん
で

げ
の
び
た
と
い
う
。
『
後
書
』
光
武

紀
第
一
上
に
見
え
る
。

と
合
わ
せ
、
天
變
が
味
方
し
て
利
し
た
戰
い
の
例
と
し
て
げ
ら
れ
る
。
將
無
同
同
じ
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
晉
の
阮
瞻
は
儒
と
老
の

え
の
同
を
た
ず
ね
ら
れ
て
、
ひ
と
こ
と
「
將
無
同
」
と
答
え
、

擢
さ
れ
た
。『
晉
書
』
卷
四
九
・
阮
瞻
傳
に
見
え
る
。
紫
髯
赤
色
の
ほ
お
ひ
げ
。
し
ば
し
ば
西
域
の
胡
人
の
外
見
を
い
う
。
『
三
國
志
』
志
・
孫
傳
の
裴
松
之
に
引
く
『
獻
春
秋
』
に
「
向 さ
き
に
紫
髯
の
將
軍
有
り
、
長
上
に
し
て
短
下
、
馬
に
便
な
れ
射
を
善
く
す
、
是
れ
誰
ぞ
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
燕
王
（
 
!）
を
指
す
。
『
明
史
』
 
!紀
一
に
「
王
の
貌
は
奇
に
し
て
、
美
髭
髯
あ
り
」
と
あ
る
。
穿
營
敵
陣
を
っ
切
る
。
建
文
三
年
（
一
四
〇
一
）
の
夾
河
の
戰
い
で
、
燕
王
が
"庸
の
陣
營
く
に
十
數
騎
で
野
宿
し
た
と
こ
ろ
、
夜
が
明
け
て
み
る
と
そ
こ
は
敵
陣
の
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
燕
王
は
あ
わ
て
ず
陣
を
っ
切
っ
て

れ
た
。『
明
史
』
 
!紀
一
に
「
（
燕
王
）
乃
ち
從
容
と
し
て
馬
を
引
き
、
角
を
鳴
ら
し
營
を
穿
ち
て
去
る
」
と
あ
る
。
雕
弓
文
樣
の
#り
こ
ま
れ
た
弓
。
司
馬
相
如
「
子
$賦
」
（
『
文
%』
卷
七
）
に
、
「
左
烏
之
を
雕
弓
と
號
し
、
右
&
之
を
勁
箭
に
'す
」
と
あ
る
。
後
の
詔
の
た
め
、
陣
營
を
っ
切
る
燕
王
に
將
軍
た
ち
は
矢
を
放
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
『
明
史
』
 
!紀
一
に
「
（
(
將
）
倉
卒
と
し
て
相
い
)み
て
愕
*し
、
敢
え
て
一
矢
も
發
せ
ず
」
と
あ
る
。
無
使
負
叔
名
建
文
元
年
（
一
三
九
九
）
七
+、
北
伐
の
軍
が
出
兵
す
る
際
、
建
文
は
令
を
出
し
、
「
,を
し
て
叔
を
-す
の
名
有
ら
使
む
る
毋
か
れ
」
と
命
じ
た
と
い
う
。
咄
哉
咄
は
舌
打
ち
の
.。
白
居
易
「
自
詠
」
に
、「
咄
な
る
哉
箇
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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丈
夫
、
心
性
何
ぞ
墮
頑
な
る
」
と
あ
る
。
何
似
何
如
。
こ
こ
で
は
反
語
と
し
て
不
如
の
意
。
李
白
「
書
懷
南
陵
常
贊
府
」
詩
に
「
君
看
よ
我
が
才
能
、
魯
仲
尼
に
何
似
」
と
あ
る
。
梁
湘
東
梁
の
元
蕭
繹
（
五
〇
八
―
五
五
四
）。
梁
武
の
第
七
子
。
天
監
一
三
年
（
五
一
四
）
湘
東
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
天
寶
三
年
（
五
五
二
）
陳
先
と
同
盟
し
て
侯
景
を
討
ち
取
り
、
兄
・
文
の
後
を
繼
い
だ
が
、
承
三
年
（
五
四
四
）
西
魏
の
來
襲
を
受
け
て
さ
れ
た
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
六
に
は
、
北
伐
に
際
し
、
建
文
が
以
下
の
よ
う
な
命
令
を
將
に
下
し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。「

將
士
に
誡
め
て
曰
く
、
昔
蕭
繹
兵
を
	げ
京
に
入
り
て
、
其
の
下
に
令
し
て
、
一
門
の

、
自
ら
兵
威
を
極
め
よ
と
曰
う
は
、
不
祥
の
極
な
り
、
今
爾
輩
將
士
燕
王
と
對
壘
す
る
も
、
務
め
て
此
の
意
を
體
し
、
を
し
て
叔
父
を
す
の
名
有
ら
使
む
る
か
れ
と
」。
こ
の
話
は
、
蕭
繹
が
位
へ
の
野
の
た
め
、
文
の
三
人
の
皇
子
を
さ
せ
た
こ
と
を
指
し
、
そ
の
際
、
彼
が
「
六
門
の

、
自
ら
兵
威
を
極
め
よ
」
と
暗
を
示
唆
し
た
故
事
を
ふ
ま
え
る
（『
治
鑑
』
梁
紀
二
〇
・
承
元
年
）。「
六
門
」
と
は
南
京
の
六
つ
の
門
を
指
し
、



を
い
う
語
で
あ
る
が
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
は
「
一
門
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
建
文
と
蕭
繹
を
比
較
し
、
位
の
た
め
に
敢
然
と
親
族
を
し
た
後
を

は
批
し
た
が
、
そ
れ
は
宋
襄
の
仁
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
東
昌
の
利
に
、
庸
が
お
り
、
小
河
の
戰
い
は
、
安
の
功
績
。
旗
が
一
た
び
ふ
る
わ
れ
れ
ば
、
誰
が
そ
の
鋒
に
當
た
る
だ
ろ
う
か
、
と
つ
ぜ
ん
中
空
に
風
が
吹
き
れ
る
。
家
屋
を
飛
ば
し
、
木
を
引
き
き
、
砂
礫
を
卷
き
上
げ
る
の
は
、
水
や
昆
陽
の
戰
い
と
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
紫
の
燕
王
が
馬
に
乘
り
敵
陣
を
貫
い
て
り
ぎ
た
が
、
將
は
敢
て
弓
を
引
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
「
に
叔
父
し
の
惡
名
を
負
わ
せ
る
な
」
と
は
、
ち
ょ
っ
梁
の
元
に
比
べ
て
ど
う
か
。
（
石
村
貴
 ）
尤
!『
擬
明
史
樂
府
』
譯
"（
四
）（
#本
・
尤
!研
究
会
）
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